
応用数学

１
複素数平面上の関数 f(z) を，領域 |z| < 2で正則な関数とする．また，zで，複素数

zの共役複素数を表す．このとき，以下の問いに答えよ．

(i) z = x + iyにおいて，zの偏微分，zの偏微分をそれぞれ
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と定義する．このとき，∂f

∂z
= 0 がコーシー・リーマン関係式と同値であることを

示せ．

(ii) z の関数 f(z) が正則であることを示せ．

(iii) 複素数 zの実部をRe(z)であらわし，|a| 6= 1とする．このとき，複素積分
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を求めよ．


